
Windom2024 医学部受験のことなら全てお任せ下さい 

2024 年度 杏林大学(医) 生物 解答速報 
 

【Ⅰ】 小問集合(動物の分類，減数分裂，ＡＴＰ，気孔の開閉など) 

問１．ア…② 

問２．イ…② 

問３．ウ…③ 

問４．エ…④ 

問５．オ…③ 

問６．カ…④ 

問７．キ…② 

問８．ク…① 

問９．ケ…② 

 

 

【Ⅱ】 脳の構造と機能，生産構造図，遺伝情報の計算 

問１．ア…⑥   イ…③   ウ…⑧   エ…② 

問２．オ…③   カ…①   キ…①・③   ク…②・④ 

ケ…⑤   コ…②   サ…④ 

問３．シ…⑥   ス…⓪   セ…④   ソ…⑤ 

 

 

【Ⅲ】 腎臓でのグルコースの再吸収，一塩基多型 

問１．ア…④   イ…④   ウ…②   エ…⓪   オ…① 

問２．カ…①・②   キ…①・⑥ 

 

 

【Ⅳ】 ワクチン開発の研究(ＰＣＲ法，自然免疫と獲得免疫) 

問１．ア…④・⑤ 

問２．イ…⑥ 

問３．ウ…③ 

問４．エ…③ 

問５．オ…①   カ…④ 

 

 

【講評】 

大問数は４(昨年は４)で変化なく，解答数は 37(昨年は 37)で同じであった。生物および生物基

礎のほぼ全分野から幅広く出題された。実験考察問題に少し時間を要するが，解答しやすい問題が

多く，時間的には十分余裕がある。計算問題も例年通り出題された。知識：考察＝７：３(昨年は

７：３)で，昨年と同様に知識問題の割合が高かった。問題のレベルは，基本：標準：発展＝４：

４：２(昨年は７：３：０)で，昨年よりやや何科までと同様に基本的な知識問題が多く出題され

た。Ⅱの問３，Ⅲ，Ⅳの出来具合が，生物全体の得点を決める。 

 



Ⅰ：小問集合の問題である。正誤問題を中心に，さまざまな単元から基本的な知識問題が出題され

た。９問中３問が進化と系統からの出題であった。 

 

Ⅱ：３つの項目からなる問題である。問１は脳の構造と機能に関する基本的な知識問題である。

(4)の脳梁は近年の入試でよく見かけるようになってきている。問２は生産構造図で(2)の植物

名を覚えられていたかが差のつくところである。問３は遺伝情報に関する計算で差がつきやす

い。 

 

Ⅲ：２つの項目からなる問題である。問 1は腎臓の構造と機能に関する問題である。薬剤 Xは SGLT

阻害剤で，最近の入試でよく見かける。問２は一塩基多型と連鎖と組換えに関する目新しい問

題である。 

 

Ⅳ：ワクチン開発を題材とした問題である。問１のプライマーの決定はよく出題される。問２と問

４と問５は大掛かりな実験結果を考察する問題である。問３は知識問題であるが，自然免疫細

胞を扱っていることからトル様受容体と判断できる。問５で曲線Ⅲはウイルス量，曲線Ⅳはマ

クロファージ数である。 

 

杏林大学 医学部 

自己採点システムのお知らせ 

ウインダムでは受験生の皆さんに協力していただいて、設問ごとの正解不正解のアンケートを採り、集

計を行っています。 

実際にどの設問が何％の人が解けているか，得点は何点か，平均点は何点かなどを知ることが出来るシ

ステムです。 

結果は，アンケート参加者だけにメールでお送りいたします。 

アンケートは，問題毎にチェックを入れるだけで終るので簡単です。 

こうしたシステムによって，受験生の解答力や自分の相対的な位置を知ることが出来、対策を練ること

が可能です。 

是非アンケートに参加していただき、参考にしていただきたいです！ 

  

【受付期間】 

１月 20 日(土）9 時～ 1 月 23 日(火）16 時 

【特典】アンケート参加者だけに問題ごとの正答率や得点や平均点を示した結果をお知らせします。  
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